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このドキュメントでは、Oracle Enterprise Data Quality (EDQ) 12c (12.2.1.2.0)のリリース情報を示し、次の内容について説明します。

	
第1項「新機能と改善点」


	
2項「非推奨に関する情報」


	
第3項「解決済の問題」


	
第4項「既知の問題と回避策」


	
第5項「アップグレードの考慮事項」




製品をインストールまたは使用する前に、このドキュメントを確認することをお薦めします。



1 新機能と改善点

この項では、このリリースで導入された新機能と、改善点について説明します。


1.1 拡張された配列および複数の属性のサポート

このリリースでは、値の抽出、文字の切捨て、データ型チェックなど、EDQプロセッサの配列および複数の属性の追加サポートを提供します。数値属性配列の追加、配列の連結、配列のソートなどで配列を操作するため、新しいプロセッサが追加されています。

また、属性として一部のプロセッサに渡されるオプションのサポートは、このリリースの新機能です。

詳細は、Oracle Enterprise Data Qualityオンライン・ヘルプを参照してください。





1.2 EDQ照合の配列属性のサポート

この機能により、EDQ照合の入力として配列属性を使用し、配列属性の比較の動作を定義できます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Data Qualityの管理』のEDQケース管理の構成に関する項を参照してください。

Oracle Enterprise Data Qualityオンライン・ヘルプも参照してください。





1.3 EDQ構成API

EDQでは、単純なプロジェクト、スナップショット、プロセスの作成などの様々な構成タスクの実行およびジョブの実行と取消しのために使用できる一連のREST Webサービスを提供します。

詳細は、「Oracle Fusion Middleware Enterprise Data Qualityの外部システムとの統合」を参照してください。





1.4 顧客データ・サービス

このリリースには、EDQ-CDSライブラリの新しいリアルタイムのビジネス・データ・サービスが含まれます。これらのサービスを使用して顧客データを検証、標準化および拡張し、名前および電子メール・アドレスなどの論理識別子を操作できます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Enterprise Data Qualityカスタマ・データ・サービス・パック・ガイド』を参照してください。





1.5 ケース管理

このリリースでは、最大16から最大32に追加した拡張属性をサポートします。

レポート集計はケース管理のオプション機能になりました。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Data Qualityの管理』のEDQ構成APIの使用に関する項を参照してください。





1.6 Javaセキュリティ・マネージャ

このリリースでは、Javaセキュリティ・マネージャが自動的に有効になります。以前のリリースの互換性のためにEDQプロセッサ・セキュリティ・レベルがoffに設定され、プロセッサがセキュリティ・チェックなしで実行されます。拡張されたプロセッサ・セキュリティを有効化するには、たとえばスクリプトに対してレベルを適宜設定します。詳細は、http://docs.oracle.com/javase/8/docs/technotes/guides/security/permissions.htmlを参照してください。








2 非推奨に関する注意点

Rhino (JavaScriptエンジン)はリリース12.2.1.0.0で非推奨になり、EDQの次の主要リリースで削除されます。外部WebサービスのコールなどにRhinoのE4X機能(一般的にXMLの構築に使用)を使用するカスタム・スクリプトでは、可能な場合にEDQ 12.2.1.1.0へのアップグレード後にリライトする必要があります。






3 解決済の問題

この項では、このリリースで解決された問題について説明します。


表1 解決済の問題

	問題	注意
	
集計を含むケース管理レポートがドリルダウンと一貫性がない

	
一部のレポートの一貫性および重複の問題が注目されました。これらの問題は、このリリースで修正されました。


	
イベント・ログの'EventId'列の削除により、EDQ 9.0アップグレードの問題が発生する可能性がある

	
EDQのバージョン9のユーザーは、表示するためにすべてのイベント・ログ列(EventIdを含む)を選択し、この選択を保存していた可能性があります。

EventIdは使用されなくなりました。以前のリリースのユーザーが余分に保存した列を含むイベント・ログをロードしようとするとアプリケーションが停止すると報告しました。

この条件は、今回のリリースで修正されています。


	
ケース管理のフィルタを使用する場合のクライアント/サーバー・タイムゾーンの問題

	
タイムスタンプの競合(サーバーとクライアント)が解決しました。


	
CDS標準化アドレスの'ビルディング識別子の抽出'パーサーを開くことができません

	
記号データのロードにより、ディレクタが状況によって遅く実行されました。この問題は解決されました。


	
ケース管理の垂直データ・ビューが表示されません

	
垂直ビューのアラートの適切な表示が妨げられる問題がこのリリースで修正されました。


	
CDS実行プロファイルのキー生成エクスポート名が正しくありません

	
正しくないキー生成エクスポート名が検出され、このリリースで修正されました。


	
重複したユーザー表示名を含むジョブの電子メール・アイコンのIndexOutOfBoundsExceptionエラー

	
ユーザーがジョブの電子メール・アイコンをクリックしたとき、重複する表示名によってエラーが表示されました。問題がこのリリースで解決され、ジョブ通知の電子メールがエラーなしで生成されます。


	
HTTPSが有効でHTTPが無効な場合にWebServiceパブリッシングに失敗する

	
EDQの管理対象サーバーが構成され、主要なリスニング・ポートが無効でSSLリスニング・ポートが有効だった場合、エラーが発生しました。この問題はこのリリースで解決されました。


	
英語以外の言語のオンライン・ヘルプの再有効化

	
以前のリリースで、オンライン・ヘルプは英語でのみ使用可能でした。このリリースでは、10個の言語(英語を含む)を使用できます。


	
コントリビュート比較からのデータのみの一致オプションが保存されません

	
コントリビュート比較からのデータのみおよびコントリビュート複合比較からのデータのみの一致オプションが保存されないことがわかりました。このリリースで修正されました。


	
ダウンロード・タスクがプロキシ・サーバーを介したHTTPSをサポートしません

	
ダウンロード・タスクでHTTPS URLを使用すると、タスクがプロキシを介して渡された場合にエラーが発生しました。この問題はこのリリースで解決されました。


	
フラグ・キーの変更がケース・ソースのインポート中に反映されない

	
フラグ・キーの変更がインポート後に表示されない問題が報告されました。問題はこのリリースで解決されました。


	
一致クラスタ制限警告がHTMLジョブ・ログ・レポートに誤って提供されました

	
一致クラスタ制限警告がイベント・ログのジョブ・メッセージHTML出力に誤って提供された問題がこのリリースで解決されました。


	
runjobを実行する場合に正しいエラー・ステータスが戻らない

	
runjobを実行する場合、エラー・ステータスが正しく報告されませんでした(エラーが戻らない)。この問題は修正され、エラーが正しく報告されるようになりました。


	
電子メール通知がSMTP認証をサポートしない

	
認証を必要とするSMTPサーバーが使用された場合に電子メール通知機能が動作しない問題が報告されました。エラーが対処され、通知はこのリリースで適切に動作します。


	
ファイルのアップロードが組込みSFTPサーバーで動作しない

	
内部SFTPサーバーに接続すると、ファイルのアップロードにより、エラー(ハンドルを取得できませんでした)を戻しました。この問題は、今回のリリースで修正されています。


	
一括で生成されたキーの長さがステージング表の列サイズを超える可能性がある

	
EDQが生成したキーの長さが表の列の幅を超えた場合にエラーが発生した問題が(顧客データ・サービス・パックで)報告されました。この問題に対処するため、キーが切り捨てられています。


	
ケース管理レポートがフィルタの値ではなく存在するすべての値を使用する

	
ケース管理レポートは、フィルタで要求されたデータ以外に、フィルタで要求されない値のプレースホルダ(行/列)を誤って使用しました。この問題は、このリリースで修正されています。


	
サーバーの再起動までケース管理一時ファイルが削除されない

	
サーバーが再起動される(この時点で一時ファイルが削除される)まで、一時ファイルが事前に保持されました。アプリケーションを閉じるときに一時ファイルが消去されるように、アプリケーションが更新されました。


	
LDAP userdisplaynameが構成される場合に発行の電子メール通知が動作しない

	
userdisplaynameの存在が発行の電子メール通知を干渉していました。問題が解決され、userdisplaynameの存在によって問題は発生しません。


	
LDAP userdisplaynameが構成される場合にジョブの電子メール通知が動作しない

	
userdisplaynameの存在がジョブの電子メール通知を干渉していました。問題が解決され、userdisplaynameの存在によって問題は発生しません。


	
集計を含むケース管理レポートからのExcelエクスポートに<nobr>タグが含まれる

	
<nobr>および</nobr>タグがMicrosoft Excelにエクスポートされた一部のケース管理レポートに表示されました。この問題は解決されました。


	
一方向WebサービスがWebサービス・テスターを使用して'解決できないエラー'を戻す

	
Webサービス・テスターを使用して一方向Webサービスをテストする場合、エラー・メッセージが表示されました(解決できないエラー)。このリリースには、この問題の修正が含まれます。


	
ジョブを比較する場合に構成分析がnullポインタ例外を生成する

	
ジョブの比較時に構成分析を使用する場合にユーザーがnullポインタ例外を受け取る問題が報告されました。このリリースではこの問題に対処し、監視されなくなります。


	
ユーザーの表示名のケース管理'状態変更者'フィルタが動作しない

	
状態変更者を使用してフィルタを作成する場合、ユーザーは表示名に基づいてユーザーをフィルタできます。


	
Lucene索引の更新が個別のケースのユーザー更新にコミットされません

	
ユーザーにより、索引再作成が行われるまでケースまたはアラートで更新された属性を検索できないと報告されました。機能が更新され、索引の再作成なしで更新された属性を検索できます。


	
デバッグ目的のためにケース管理レポート・リクエストをログに記録するオプション

	
すべてのユーザー・ケース管理レポート・リクエストの追加のデバッグ・ログを提供する手順:

	
実行中のEDQサーバーのJConsoleで次の新しいEDQ MBeanにアクセスします。

edq | ログ | ケース管理フィルタ実行


	
値FINEとともにsetLevel操作を起動します。

推奨されていませんが、次の行をlogging.propertiesに追加し、EDQを再起動して、この設定を永続的に行うことができます。

com.datanomic.director.casemanagement.search.level = fine





	
メモリー問題を回避するために非常に大きいケース管理レポートの実行を防ぐ

	
デフォルトでは、いずれかの軸に1000以上のエントリを含むケース管理レポートの実行が拒否され、エラー・メッセージが表示されます。この制限のサイズは構成可能で、5000に変更するoverride.propertiesの次の新しいパラメータなどを使用して設定できます。

casemanager.maxReportWidth = 5000


	
週の粒度を含む日付フィールドを使用した一部のCMレポートが終了しない

	
週の粒度を含む実行中のCMレポートでレポートが完了できないループが発生している問題が報告されました。この問題はこのリリースで解決されました。












4 既知の問題と回避策

この項では、このリリースの既知の問題および回避策について説明します。


4.1 Apple OSXでサーバー・パッケージ・ファイルを開くとエラーが発生する

ユーザーがプロジェクト・ブラウザ(ディレクタ内)でサーバー・ノードを右クリックしてサーバー・パッケージ・ファイルを開くとnullポインタ例外を受け取る問題が報告されました。この問題は対処されています。一方で、次の方法でサーバー・パッケージ・ファイルを開くこともできます。

	
ファイル > パッケージ・ファイルを開く。次に、プロジェクト要素を含むDxiファイルに移動し、ファイルをインポートします。これをプロジェクト・ブラウザにコピーできます。

または


	
ドラッグ・アンド・ドロップ。








4.2 EDQがTomcatバージョン8を使用したデプロイに失敗する

EDQがTomcat 8.0.35を使用したデプロイに失敗する問題が報告されました。以前のバージョンのTomcatを使用することをお薦めします。

EDQをTomcat 8.0.35を使用してデプロイする場合に使用できる回避策があります。次の手順を実行します。

	
catalina.propertiesを編集し、jsp-el-api.jar, oracle.xdb.jarをtomcat.util.scan.StandardJarScanFilter.jarsに追加します。











5 アップグレードの考慮事項

この項では、12c (12.2.1.2.0)にアップグレードする主要な考慮事項について説明します。


5.1 Oracle WebLogic Server環境でのアップグレード

	
Oracle Fusion MiddlewareのアップグレードのプランニングのOracle Fusion Middleware 12c (12.2.1.2.0)へのアップグレードの準備のためのガイドラインを参照してください。このドキュメントには、12c環境に移行するために理解する必要のある用語の変更についても記載されています。


	
現在のEDQバージョンが11.1.1.7以降であり、かつOracle Universal Installer (OUI)を使用してインストールされた場合、アップグレード・アシスタントを使用して、直接12c (12.2.1.2.0)にアップグレードできます。


	
すべてのEDQコンポーネントは、アップグレード手順の最後に開始を求められるまで、停止したままである必要があります。WebLogic Serverコンソールは、アップグレード手順中に停止を求められるまで、実行したままである必要があります。




すべてのアップグレード・シナリオで、『Oracle Fusion Middleware Enterprise Data Qualityのインストールと構成』のWebLogic ServerでのEDQのアップグレードに関する項を参照してください。





5.2 Apache Tomcat環境でのアップグレード

EDQのバージョン12cへの直接のアップグレードは、Tomcatバージョン8からのみ実行できます。Tomcat 6を実行している場合、EDQのアップグレードを続行する前に、Tomcatをバージョン7にアップグレードする必要があります。次に示す、Apache Tomcatのドキュメントを参照してください。

http://tomcat.apache.org

12c (12.2.1.2.0)にアップグレードするには、『Oracle Fusion Middleware Enterprise Data Qualityのインストールと構成』のTomcat ServerでのEDQのアップグレードに関する項を参照してください。







6 関連ドキュメント

EDQの詳細は、Oracle Enterprise Data Qualityドキュメント・セットにある次のドキュメントを参照してください。


EDQドキュメント・ライブラリ

次の出版物がEDQのインストールと使用のために提供されています。

	
Oracle Fusion Middleware Enterprise Data Qualityのインストールと構成


	
『Oracle Fusion Middleware Enterprise Data Qualityの管理』


	
『Oracle Fusion Middleware Enterprise Data Qualityの理解』


	
Oracle Fusion Middleware Enterprise Data Qualityの外部システムとの統合


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Data Qualityの保護


	
Oracle Enterprise Data Qualityアドレス検証サーバーのインストレーションおよびアップグレード・ガイド


	
Oracle Enterprise Data Qualityアドレス検証サーバー・リリース・ノート




次の場所で、これらのガイドおよびすべてのOracle製品ドキュメントの最新バージョンを検索してください。

http://docs.oracle.com


オンライン・ヘルプ

オンライン・ヘルプは、すべてのOracle Enterprise Data Qualityユーザー・アプリケーションに提供されています。各アプリケーションで、[F1]キーを押すか、「ヘルプ」アイコンをクリックすることで表示できます。ディレクタのプロジェクト・ブラウザの主なノードには、ヘルプ・ページに統合されたリンクが含まれます。それらにアクセスするには、ノードを選択して[F1]を押すか、またはプロジェクト・ブラウザでオブジェクトを右クリックして「ヘルプ」を選択します。ディレクタ・ツール・パレットのEDQプロセッサには、統合されたヘルプ・トピックも含まれます。これにアクセスするには、キャンバスでプロセッサを右クリックして「プロセッサ・ヘルプ」を選択するか、キャンバスかツール・パレットでプロセッサを左クリックして[F1]を押します。





7 ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、このソフトウェアまたはハードウェアを安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleとJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXはThe Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。








Oracle Legal Notices

Copyright Notice

Copyright © 1994-2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

License Restrictions Warranty/Consequential Damages Disclaimer

This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license, transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is prohibited.

Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, then the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

Hazardous Applications Notice

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Trademark Notice

Oracle and Java are registered trademarks of Oracle and/or its affiliates. Other names may be trademarks of their respective owners.

Intel and Intel Xeon are trademarks or registered trademarks of Intel Corporation. All SPARC trademarks are used under license and are trademarks or registered trademarks of SPARC International, Inc. AMD, Opteron, the AMD logo, and the AMD Opteron logo are trademarks or registered trademarks of Advanced Micro Devices. UNIX is a registered trademark of The Open Group.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information about content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services unless otherwise set forth in an applicable agreement between you and Oracle. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services, except as set forth in an applicable agreement between you and Oracle.

Pre-General Availability Draft Documentation Notice

If this document is in public or private pre-General Availability status:

This documentation is in pre-General Availability status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.

Private Pre-General Availability Draft Documentation Notice

If this document is in private pre-General Availability status:

The information contained in this document is for informational sharing purposes only and should be considered in your capacity as a customer advisory board member or pursuant to your pre-General Availability trial agreement only. It is not a commitment to deliver any material, code, or functionality, and should not be relied upon in making purchasing decisions. The development, release, and timing of any features or functionality described in this document remains at the sole discretion of Oracle.

This document in any form, software or printed matter, contains proprietary information that is the exclusive property of Oracle. Your access to and use of this confidential material is subject to the terms and conditions of your Oracle Master Agreement, Oracle License and Services Agreement, Oracle PartnerNetwork Agreement, Oracle distribution agreement, or other license agreement which has been executed by you and Oracle and with which you agree to comply. This document and information contained herein may not be disclosed, copied, reproduced, or distributed to anyone outside Oracle without prior written consent of Oracle. This document is not part of your license agreement nor can it be incorporated into any contractual agreement with Oracle or its subsidiaries or affiliates.

Documentation Accessibility

For information about Oracle's commitment to accessibility, visit the Oracle Accessibility Program website at http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc.

Access to Oracle Support

Oracle customers that have purchased support have access to electronic support through My Oracle Support. For information, visit http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info or visit http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs if you are hearing impaired.
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